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IoT×AI, 量子技術支援室 永田和広

図７：（a）本論文で採用したFiLM(Feature-wise Linear Modulation neural 

networks)量子回路の概要。（b）当該量子回路に対応する縮約グラフの例

【要旨】地震などの緊急時の避難経路問題に対して、ハイブリッド型
の教師あり量子機械学習を適用した論文

Abstract

図２：教師あり学習の例。Dijkstra’s algorithmによって生成され
た正解ラベル付きのデータによって学習を行う。

図４：学習されたモデルに
よる結果の比較。
（a）：古典的ニューラル

ネットワークのみを用いた
モデル
（b）：ハイブリッド型量子

ニューラルネットワークを
用いたモデル。
（b）の方が、よりよい避難

経路を提案する可能性が
高くなっている。

図１：（a）地図デー
タから経路(b)を抽
出。（c）は
Dijkstra’s

algorithmによって
見出された経路。

なお、地図は日本
の北海道古平町
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